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政策調整会議の概要 

開催日 平成22年 6月25 日（金） 

 

◎項  目 

１ 高知県暴力団排除条例（案）に対する意見公募の実施結果について【警察本部】 

２ その他 

 

◎内  容 

１ 高知県暴力団排除条例（案）に対する意見公募の実施結果について【警察本部】 

 警察本部から高知県暴力団排除条例（案）に対する意見公募の実施結果について報告を行った。 

【概要説明】 

 ・5月 14 日から 6月 14 日までの 32日間で、12名から意見の提出があった。 

・条例の制定に対する期待感や、暴力団への不安感、暴力団員の社会復帰支援に関する意見、事業

者による利益の供与の禁止に関する意見、青少年の健全育成、暴力団が与える青少年に対する影響、

祭礼等からの暴力団の排除に関する意見、罰則に関する意見があった。 

 ・これらの意見に対する警察本部の考え方は、7月上旬ごろにホームページへ掲載する予定。 

・今後は、条例制定委員会の開催や知事部局等との調整など、9月議会に上程ができるように取り

組んでいく。 

【意見交換】 

 ・条例案の進捗状況はどうか。 

 →昨日の企画会議では特に意見等もなく、最終調整の段階に入っている。最終的には、諮問委員会

を開催後、関係各課との連携について齟齬がないように知事部局との最終調整を行う。 

 

２ その他 

（副知事） 

 ・公共事業の発注について、建設業界から期待したほど発注がないという意見があった。各部局は

執行計画で出した発注目標に準じて順次発注ができるように、手続きを怠ることなく、よろしくお

願いしたい。 

 ・9月議会までに検討しなければならない懸案事項について、予算を伴うもの、伴わないものがあ

るが、これから一月余りで予算案を出さなければならないので、スケジュール感を持って臨んでほ

しい。 

 ・ポスト龍馬博については、プロジェクトチームを作って、全庁総力を挙げて取り組んでいること

を表明しているが、各部局は 5つの取り組みについてどう取り組んでいくか考えて、予算措置を要

するものは 9月補正へ計上していくという線表になっているので、全庁挙げた取り組みになってい

るかどうか、観光振興部でしっかり調整をしてほしい。 

 ・知事、市長のトップ会談の手前に県、市の懸案となっているそれぞれの課題について部局長間で

調整をして、その一定の方向付けの下に副知事・副市長で調整を行い、その上で、知事・市長のト

ップ会談に臨むという方向になった。県、市の連携で課題があるものについては、それぞれ部局長

同士で詰めの打ち合わせをしてほしい。その後、随時、私に上げてもらって、再調整を行うなど、

8月のトップ会談までに一定の整理をしておく必要がある。 
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・ポスト龍馬博推進プロジェクトチーム会議が 7月 1 日に開催され、中旬には 2回目が開催される。

また、ポスト龍馬博推進協議会が月末ごろ開催される予定であり、それまでには全体で集約する場

を設ける必要があるので、産業振興推進本部会議を7月中には開催する方向で調整している。また、

上期のフォローアップ委員会が 9月 20日ごろに開催する予定なので、それに向けた産業振興推進

本部会議は 8月末ぐらいに開催したい。また、前回の産業振興推進本部会議では農林水の案件が協

議できなかったので、その点も含めて 7月中に開催する方向で調整をしている。内容等が決まり次

第、日程は連絡する。（産業振興推進部） 

 ・ポスト龍馬博など予算を伴うものについては、知事査定が終わってから本部会議をやっても予算

に反映できない。予算査定の日程と調整が必要。（副知事） 

 ・東西軸エリア活性化プランに関してはいろいろ議会でも議論いただき、関係部局にもお世話にな

っている。本日はよさこいプロジェクトチーム会を開催し、夕方からは、商店街活性化プロジェク

トチームメンバーがまち歩きを体験した上で月曜日にプロジェクトチーム会を開催する。また、7

月 2日にはパブリックコメントをいただいた方のうち 3人からご意見を聞く予定になっているが、

趣旨をご理解いただき、同意をいただいて、公開で開催する。また、今は特に関係がない土木部や

警察本部には、またいろいろとご相談させていただきたい。（総務部） 

 ・26 日、土曜日、ＲＫＣで午後 2時から、産業振興計画の改定の 5本の柱について、キーパーソン

3名と知事から説明する「開校！さんしん塾」を放送する。また、27 日、日曜日は、さんさんテレ

ビで午後 3時 30 分から、日本一の健康長寿県構想の取り組みとして「元気が一番！」を放送する。

特に周産期や働き盛りの健康に重点を置き、県民の方の生の声や、医療機関の方、県の担当者、知

事からそれぞれ説明する。（広報広聴課） 


